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準備 ハードウェア

GR-ROSE

USB micro-B
PMOD HS3001

（温湿度）

PMODケーブル6 x 2 ピンソケット LANケーブル

ルネサスからの提供物 参加者が準備
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準備 ソフトウェア

シリアルモニタ（例：Tera Term）
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接続 GR-ROSE，HS3001

▪ 「GR-ROSE」と「HS3001」を接続します。信号の順序が合うように接続してください。

上側に接続

HS3001

（温湿度センサ）

N.C. N.C. SCL SDA GND VCC

RX TX SCL SDA GND VCC

外側に接続

PMODケーブル

GR-ROSE
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準備 接続
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動作確認

WEBコンパイラ
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WEBコンパイラ がじぇるね検索

▪ 「がじぇるね」でGoogle検索し、「Gadget Renesas」のWebサイトを開きます。

「がじぇるね」でGoogle検索

「Gadget Renesas」を開く
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WEBコンパイラ ログイン

▪ 「WEBコンパイラ・ログイン」を押します。

「WEBコンパイラ・ログイン」を押す

MyRenesasのアカウント入力し、

「LOG IN」します。



© 2021 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. Page 9Page 9

WEBコンパイラ 新規プロジェクト

▪ 新規プロジェクトを作ります。「GR-ROSE_Sketch_V1.xx(Azure).zip 」を選択して作成ボタンを押します。

「フィルター」に「rose」と入力

「GR-ROSE_Sketch_V1.xx(Azure).zip」を選択

「プロジェクト作成」を押す
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WEBコンパイラ プログラムの表示

▪ 「sketch.cpp」をダブルクリックすると、サンプルプログラムが開きます。

「sketch.cpp」を開く

デフォルトのサンプルが開きます。
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WEBコンパイラ ビルド、ダウンロード

▪ 「ビルド実行」を押すと、「rose_sketch.bin」が生成されます。

「ビルド実行」を押す
ビルド後に生成された

「rose_sketch.bin」を

「ダウンロード」をする
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プログラム書き込み USB接続、リセットボタン

▪ GR-ROSEにUSBケーブルを接続し、リセットボタンを押します。GR-ROSEがUSBメモリとして認識されます。

USBケーブルを接続

リセットボタンを押す



© 2021 Renesas Electronics Corporation. All rights reserved. Page 13Page 13

プログラム書き込み BINファイルのコピー

▪ 「rose_sketch.bin」を「GR-ROSE」にコピーします。LEDが光った後にプログラムが実行されます。

「rose_sketch.bin」を

「GR-ROSE」ドライブにコピー
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動作確認 シリアルモニタでの確認

▪ Tera Termなどのモニタを開きUSBポートを開きます。温湿度が表示されることを確認します。

シリアルモニタを表示（画面例はTera Term）。

温湿度が表示される。

デフォルトサンプルはオフラインでの確認用。

Azure IoT Centralにテレメトリとして送信されるデータが、

JSON形式で正しく作成されているか確認できる。
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動作確認

Azure IoT Central
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準備 Azure IoT Central ログイン

▪ Azure IoT Centralにログインしてください。ここではAzureのアカウント作成方法などは省略します。
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準備 デバイステンプレート（JSON）

▪ がじぇっとるねさすのコミュニティサイトから「デバイステンプレート」をダウンロードしておきます。

コミュニティサイトから

「デバイステンプレート」をダウンロード
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AZURE デバイステンプレート作成 新規

▪ 「デバイステンプレート」を新規に作成します。その後に「IoTデバイス」を選択します。

「デバイステンプレート」を選択

デバイステンプレートを選択後、

「＋新規」を押す

新規ボタンを押した後、

「IoTデバイス」を選択して次へ
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AZURE デバイステンプレート作成 名前入力

▪ デバイステンプレート名を「gr-rose-sample-template」として次へをクリックします。

テンプレート名を適当に入力し次へ。

例では「gr-rose-sample-template」と入力。
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AZURE デバイステンプレート作成 インポート

▪ 「モデルのインポート」を選択し、ダウンロードしたJSONファイルを指定します。

「モデルのインポート」を選択し、

ダウンロードしたJSONファイルを指定
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AZURE デバイステンプレート作成 公開

▪ インポート後「公開」ボタンをクリックします。

「公開」をクリック
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AZURE デバイス作成 新規

「デバイス」を選択

「＋新規」を押す
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AZURE デバイス作成 名前、テンプレート指定

▪ 「デバイス名」を入力し、「デバイステンプレート」に先ほど公開したテンプレートを選択します。

「デバイス名」を適当に入力

「デバイステンプレート」に

公開したテンプレートを選択
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AZURE デバイス 表示

▪ 作成した「デバイス」をクリックします。

「デバイス」をクリック
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AZURE デバイス 接続

▪ デバイスの画面で「接続」をクリックします。

「接続」をクリック
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AZURE デバイス 接続情報の確認

▪ 「IDスコープ」「デバイスID」「主キー」はWEBコンパイラのプログラムで必要になるため、コピーしておきます。

「IDスコープ」→「ID_SCOPE」

「デバイスID」→「REGISTRATION_ID」

「主キー」→「DEVICE_SYMMETRIC_KEY」
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WEBコンパイラ ONLINE化、接続情報の入力

▪ WEBコンパイラのプログラムで「#define OFFLINE」のコメントアウト、「接続情報」の入力を行います（以下参照）。

「#define OFFLINE」をコメントアウト（行頭に//を入れる）

「ID_SCOPE」

「REGISTRATION_ID」

「DEVICE_SYMMETRIC_KEY」

をコピーした接続情報に書き換える
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動作確認 シリアルモニター

▪ 前述の手順でWEBコンパイラでビルド、binファイルを書き込むと、シリアルモニタに結果が表示されます。
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動作確認 AZURE 生データ

▪ AZURE側で「生データ」をクリックすると、テレメトリの受信を確認できます。

「生データ」をクリックすると

テレメトリの受信を確認できる。
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AZURE デバイステンプレート ビューの設定

「デバイステンプレート」をクリック

「ビュー」をクリック

「既定のビューの生成」をクリック
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AZURE デバイステンプレート ビューの編集

▪ 「Overview」をクリックするとビューの編集ができます。温湿度のグラフが表示されるようになります。

「Overview」をクリックするとビューの編集ができる。
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AZURE デバイステンプレート 公開

▪ デバイステンプレートを「公開」します。ビューの設定がデバイスに反映されます。

テンプレートの初期画面に戻り、

「公開」をクリック
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動作確認 AZURE 温湿度のグラフ表示

▪ 「デバイス」を選択し、「Overview」をクリックすると温湿度がグラフ表示されることが確認できます。

「Overview」をクリック

「デバイス」を選択
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動作確認 AZURE コマンドの実行

▪ 「コマンド」をクリックし、LED1の設定を「1」にして「実行」すると、GR-ROSEのLED1が光ります。

▪ そのほかにLED2の制御、Angleとしてx, y, zの値を送信するコマンドをサンプルで用意しています。

「コマンド」をクリック

LED1に「1」を入力

「実行」をクリック

LEDが点灯
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サンプルプログラム解説
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解説 テレメトリ

テレメトリ生成部分

キューを送信

およそ1秒ごとにループ

キューを受信

テレメトリ送信

Arduino loop()

テレメトリ タスク部分
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解説 ダイレクトメッセージ（コマンド）

ダイレクトメッセージ タスク部分

メソッド抽出

Angleの場合、ArduinoJSONでパース

パースしたx, y, zを表示するのみ。

（実際は何かにご活用ください）

LED1の場合、atoiで数値化し、

digitalWriteでLED制御
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KNOWN ISSUE

・LANケーブルの活線挿抜には対応していません。

最初から最後まで接続されていることが前提になっています。

・DHCP失敗時の再接続がうまくいかないときは、マイコンをリブートしています。

・C2D、デバイスツインの使い方がよくわからなかったので、解説に入れていません。

ただ、サンプルではタスク生成しています。詳しい方は是非試してみてください。
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改訂履歴

Rev. 改定日 内容

1 2021年9月11日 新規


